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国立大学共同利用機関
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はじめに

　子が親に似てくる現象の根底には，発生の命令

文を秘めている多数の遺伝子の働きがあります。

遺伝学は，この遺伝子との関連のもとに生命現象

を解明する学問でありますが，その最大の特色は，

分析的・専門分化指向的であると同時に，遺伝r一

を共通項として，きわめて総合的・学際的な’iゾ1三格

を具えている点にあります。そのため遺伝学は，

従来から生物学の一一分野に止どまらず，農学・医

学などの応用分野とも深い関わりを持ってきまし

たが，今日では広く生命科学の中核〔1勺役割を担う

ようになりました。

　国立遺伝学研究所は，こうした遺伝学に関する

総合研究を行う中枢機関として，昭和24年に文部

省直轄下に設置されました。これは，関係学会の

／，

　　禄tξ

9　　き
b’

搭ｿ

強い要望に従って，特定の大学・学部に偏ることなく，広く全国の大学と研究および人事の

交流をはかれるようにとの趣旨に基づくもので，　（今日ならば当然，共同利用機関となるべ

きところを）’iVl．b4：の制度の枠1人］で所轄機関とされたものであります、、

　その後の35年間，当研究所は地道な研鐙と精進を・nね，文化勲章・学1：院賞，関連学会賞

など内外からの栄誉こ授り・をふくめ数多くの優れた業績をヒげ，国際的にも広く知られるよう

になりました、、　一ノ∫，近年における遺伝学の目ざましい進歩は，バイオテクノロジー一の技術

革新をもたらし，生命科学全般に強い影響を及ぼすようになりましたが，これに伴一・て．大

学や民川研究杉隻関の研究者と共同研究を推進する必要性が益々高まっております、、こうした

学問の趨勢と社会ll｛」要Illllに対応するため、’Tl研究所は昭和59　fド4Jj，国、ン：大学IUtf」手1川」機関

に改組転換され，名実ともに遺伝学の研究センター一として発足することになり＃した，，

　改組後まだ日が浅いのでありますが，すでに5研究系の客日教授・助教授か発合され，公

募による共同研究・研究集会は年間数1一件に及び，大学院学生等グ）受入も実施しています、、

しかし川司利川機関としての実を挙げるためには，人的・物ll勺の面で充実すべきところか数

多く残されております、，

　遺伝学研究所の新たな発展を期し，所貝一一同力を合わせて研究所の使命遂行のため粘’杯

努力しておりますので，関係者の皆さまの’層のこ鞭捷とご支援をお願いするものです，，

巨1、ン：遺伝学川・究所長

松　永 英
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沿 革

昭和24年6月

　　　　8月

昭和27年1月

昭和28年1月

　　　　8月

昭和29年7月

昭和30年9月

　　　　10月

昭和35年4月

昭和36年9月

昭和37年4月

昭和38年1月

昭和39年3月

　　　　4月

昭和43年3月

昭和44年4月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和49年4月

昭和50年3月

　　　　10月

ll召利］514三10J］

昭和53年9月

ll召不055工嘗3月

昭和56年3月

昭和58年3月

　　　　10月

昭和59年3月

　　　　4月

11（｛　T・［160fド3月

　　　　4月

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置。庶務部，研究第1部，研

究第2部及び研究第3部の4部門で発足

小熊桿初代所長就任

別館新築

研究第1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部，細胞遺伝部，生理遺伝部に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遺伝部新設

研究本館第1期第1次工事竣工

微生物遺伝部新設

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次1二事竣工

集i団遺伝部新設

研究本館第2期一1二事竣工，

森脇大五郎第3代所長就任，

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

植物保存研究室新設

田島彌太郎第4代所長就任，

研究本館計画完成

　分子遺伝部新設

　　　　　　　　　　　　　内部照射棟及び附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設（微生物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟・カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保・存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築

松永　英　第5代所長就任

組換えDNA実験棟・野生イネ温tiミ新築

国立学校設置法の一部改jEにより国ウニ大”γ：IUIIJ利用機関｛こ改組

実験圃場管理施設新築

遺伝情報研究センター（合成研究室，遺伝情報分析研究室）新設

資料展示室
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概 要

t

目　　　　的

　大学等における学術研究の発展に資する

ため，遺伝学に関する総合研究を行うこと

を目的とする。

共同利用
　全国の大学の教員その他の者で，研究所

の目的たる研究と同一の研究に従事する者

の利用に供し，及び共同研究を行う。

国際交流
　遺伝学の分野で国際的な学術交流を活発

化するため，研究者の交流や国際シンポジ

ウム等を開催する。

設置形態
　国立学校設置法（第9条の2）に基づき

設置された国立大学の共同利用の機関

大学院教育

　大学の要請に応じ，当該大学の大学院に

おける教育に協力する。

　

運　　　　営

　共同利用の研究所として円滑な運営を行うため，研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について所長に助言する評議貝を置くとともに，共同研究計画に関する事項そ

の他の研究所の運営に関する重要事項で，所長が必要と認めるものについて所長の諮問に応

じる運営協議貝を置く。
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組 織

機構　図

評

議

員

運

営

協

議

員

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓Lb
　　　　　　　　　　　　　　　（昭和6十年4月1日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　庶　　　務　　　課
一匡二二王二二斗｛二　言，　課

　　　　　　　　　　　　　　　分子遺伝研究部門

　　分子遺伝研究系　　　　変異遺伝研究部門

細胞遺伝研究系

一個体遺伝研究系

※核酸化学研究部門

細胞遺伝研究部門

微生物遺伝研究部門

※細胞質遺伝研究部門

集団遺伝研究系

総合遺伝研究系

研究施設

遺伝実験生物保存

研究センター

発生遺伝研究部門

形質遺伝研究部門

集団遺伝研究部門

進化遺伝研究部門

※理論遺伝研究部門

人類遺伝研究部門

育種遺伝研究部門

応用遺伝研究部門

課‘

哺乳動物保存研究室

無脊椎動物保存研究室

植物保存研究室
微生物保存研究室

一遺伝資源研究室

　構　旭　研　究　室

　組換え研究室
　A　成　研　究　室

　遺伝情報分析研究室
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定員表（昭和61・fl渡）

所　　長 教　授 助教授 助　手　　小　　計 技　　　官i技術課）
事務職員等
i管理部）

合　　計

1 12（5） 17（5） 24　　　54（10） 19 20 93（10）

（注）（　　）内の数は客貝教官数（外薮）である。

職　員　等

　　　　所

　67
1召手1｜6T716月1日ユ見で1）

　長　　松　永　　　英

「

分子遺伝研究系
L　　　　－＿

　　一一一＝一一一可一　明
　　研究主幹（併）　　←田一悟一夫

分子遣伝研究部門

　　　　教　　 授　　石濱　　　明

　　　　助教授　　福　田龍　一一

　　　　助　手　藤田信之
　　　　助　 手　永川恭介
変異遺伝研究部門

1　1］ 藷幣噂米川魎

　　　　助教授　定家義人
　　　　助　　　手　　井　h．　　IE

　　　　助　　　乎　　手塚　英　夫

核酸化学研究部門（客員）
　　　　　　　　　5t’1　免
　　　　教　　授　　一…　7ss，1　’
　　　　　　　　　クK2ト；
　　　　助教授　　．山一描」一國一一男

　　　　　細胞遺伝研究系
　月ウカ和旬

森脇和郎
今　1卜弘民
山　本　雅　敏

城Eイ宕弓

［二二二亘憂亘究系

　　研究主幹（併）　　黒

発生遺伝研究部門

　　　　教　　授　　杉

　　　藁塾璽：

　　　　助　　　手　　清

形質遺伝研究部門

　　　　教　　 授　　黒

　　　　助教授　村
　　　　助　　　手　　湊

　　　　助　　　r－　lll

生理遺伝研究部門（客日）

　　　　教　　 授　　ll鳴

　　研究1三幹（併）

細胞遺伝研究部門

　　　　教　　 授

　　　　助　教授

　　　　助　　　手
微生物遺伝留究部門？

　　　　助教授　　安
　　　　」功　　手　　西

　　　　助　　　子　　原

細胞質遺伝研究部門（客員）

　　　　助教授　　鈴

川　成

村　行　進

　リノ、志

木　秀穂

田　行　昭

山　　 勉

和三郎
澤敏孝
水　　 裕

川　行n召

上昭雄
　　　清
HI　IE　lリ1

川　　　裕

集団遺伝研究系

　　研究ll幹（併）

集団遺伝研究部門

　　　　教　　　授

　　　　教　　 授

　　　　⊥りJ　　T：

進化遺伝研究部門

　　　　教　　 授

木　村　資　・1．

木村　資生
原　川　朋　r・

高火田　尚之
11

轣@木　健

丸山　毅　た

助教授　ヒnl
助　　　f：　川r条堀

清

孝

5
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理論遺伝研究部門（客員）

　　　教　　授　向井輝美
上

1－1

総舗伝遮二ニコ
　　研究主幹（併）

人類遺伝研究部門

　　　教　　授
　　　助　　手
　　　助　　子
育種遺伝研究部門

　　　教　　授

　　　助教授
　　　助　　手
　　　助　　f＝

今村　　孝

今村
實来
中島

応用遺伝研究部門（客員）渡L”

　　　r助一教授

孝

聰

衡

遺伝情報研究センター

　新ター劇併）
　　　教　　‡受（併）

　　　助教授
　　　助教授
　　　助教授
実験an　Hp黶H
　　圃場長（併）

　　　助　　手

丸山毅夫
石濱　　明

池村淑道
廣瀬　　進

宮澤三造
ase牙宣

宮澤　　明

沖野啓　r一

遠藤　　徹
藤島　　通
平岡洋…郎

　　　　武
米一澤一勝一衛

遺伝実験生物保存研究センター

　蒜タ竜（併）森脇和郎

　　　助ne一朗　　　助教授　炸川審也
　　　1；；教授竺＝

助　　r一　佐野芳雄
助　　r．　西村昭　r・

課長（併）杉山勉

庶

会

管理部長
務　課
課　　　長

課長補佐
庶務係長（併）

　人事係長
研究協力係長

共同研究係長

計　課
　課　　　長

　課長補佐
経理係長
　用度係長
管　財　係　長

植松喜弘
氏募　淳
俵＿一←
内田茂治
不火　　Lk　　㌔琴　　剛

山本　　勉
不火　　dLl　　J，’X　　岡1」

酒井清人

編二P鷲
真　　里i’　　草月　　1ヤ

岩城英
渡邊　　裕
佐　　藤　　隆　　司
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運

　　　　　　　評議員会議

　研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について，所長に助言する。

評　議　員（五十音順）

飯

井

江

岡

小

尾

佐

酒

佐

田

中

長

名

野

諸

山

川

渡

野

上

ヒ

田

関

ヒ

藤

月・

々

島

月・

倉

取

村

星

縣

村

辺

徹

英

信

節

治

久

文

雄

雄

人

男

雄

了

徳

学

彌太郎

準之助

二　郎

禮　二

達　次

静次郎

弘　忠

雄　　4

　　格

東京大学教授（理学部）

東京大学名誉教授

国立公害研究所長

岡山奇匡いン洪11fl研究機構

基礎生物γ：研究1可浪

京都大学教授（理学部）

大阪産業大学教授（経済学
部長）

　　　　危誉承楕

大阪大学一卜長

日本学術振興会理’拝

富lh医科薬科大学長

人日本蚕糸会蚕品柿
研究所長

浜松医科大学長

岡崎国立共1司研究機構長
（併）分子科学研究所長

東京慈恵会医科メ（学ul！’1張

実験動物中央棚究所長

東京農工大学名誉教授

京都大学教授膿”ン・部）

人阪大学名誉教授

北里大学教授（衛生学部）

営

運営協議員会議

　共同研究計画に関する事項その他の研究

所の運営に関する重要事項で，所長が必要

と認めるものについて所長の諮問に応じる。

運営協議員

所外（五十音順）

大　澤　省　二

大　羽　　　滋

岡　田　益　吉

坂　口　文　吾

佐々木　本　道

常　脇　恒一郎

福　田　一　郎

三　浦　謹一郎

向　井　輝　美

山　田　行　雄

名占屋大学教授（理学部）

螺上端卿酬1、）

筑波大学教授（生物科学系）

九州大学教授（農学部）

北海道大学教授（理学部附
属動物染色体liJf究施設長）

京都大学教授（農学部）

東京女r一大学教授
（文理学部）

らk京大学教授（Il学部）

戊し州大学教授（理学181～）

京都大学教授（農学部）

所内（省令順）

　イf　｝賓　　　　　1リ1　教

　IJt　1　　　　　　　　　　　、　　　　　　　÷

授（分J’一遺1ム研究系）

“7　　　　　　’　・‘．　　　　　’

森　脇　和　郎

腐　　　　　仁　性

　　　　　　　、

教授（細胞遺伝研究系）

　　・cl　‘　’”t”J・tu　）

．、）

杉

黒

木

丸

今

沖

lll

川

村

山

村

野

行

資

毅

啓

勉

昭

生

孝

∫・

教

教

教

教

教

教

授（個体遺伝研究系｝

授（個体遺伝研究系）

授（集団遺fム研究系）

授（集団i遺伝研究系）

授（総合遣1云川究イ9

授（総合遺伝研究系）

7
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各種委員会

　所長の諮問に応じ調査検討し，助言する。

委員会名

系統保存委員会

DNAデータ研究利用委員会

予算委員会

施設整備委員会

将来計画委員会

大学院教育委員会

セミナー委貝会

図書：委貝会

共通機器委員会

電∫一計算機委貝会

放射線安全委貝会

組換えDNA実験安全委員会

排水等処理委貝会

農」湯・温室運営委貝会

宿舎委員会

厚生安全委貝会

防火管理委貝会

系統保存委員会

所外委員（五十音順）

　　　　　　　　　　倒シ碑元
　大　羽　　　滋　　E－　i’、1‘…

　笠　原　基知治

　ノ1くドイ麦［｛1～

委員長

森脇　和郎

丸山　毅夫

黒田　行昭

石濱　　明

木村　資生

森脇　和郎

脇畑尚之
｝ilewa」1・tllll

タ暢君ナ

森脇

丸山

石洛

石濱

杉山

藤Jl：

杉山

植松

植松

2＜夫

和郎

毅夫

　胡

　明

　勉

太朗

　勉

喜弘

喜弘

1働授（理酬

法政大学兼任講師

北海道大学始受膿学部）

駒　形　和　男

近　藤　恭　司

斎　　　尾　　　草乞二良1～

坂　口　文　吾

阪　本　寧　男

常　脇　恒一郎

野　村　達　次

古　里　和　夫

向井輝美
由　良　　　隆

占　川　　　寛

東京大学教授
（応用微生物研究所）

八木記念パーク
実験動物研究所長

東京大学教授（農学部）

九州大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

実験動物中央研究所長

浜松市フラワーバー一ク園長

九州大学教授（理学部）

京都大学教授
（ウイルス研究所）

大阪大学教授（医学部）

DNAデーク研究利用委員会

所外委員（五十音順）

内

大

大

小

金

舘

松

宮

田

井

澤

関

久

野

原

浦

田

久

龍

省

治

義

謙

雄

男

実

男

謹一一郎

　　隆

帝京人学教授（医学部）

京都大学教授（化学研究所）

名Ili屋大学教授（理学部）

京都大学教授（理学部）

京都大学助教授
（化学研究所）

理化学研究所研究貝

大阪大学教授
（細胞1二学センター）

ら紅京大ヴ：教才受　（－rl’Y：剖～）

ノし州メく学助教授（Jill学部）

組換えDNA実験安全委員会

所外委員（五十音順）

“ii木久尚1距ﾙ剖、）

岩城之徳惰㌶灘剖～）
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予 算（昭和61年度当初）

9

人　　件　　費

運　　営　　費

（単位：千円）

461，066

9，693

設備費95，350
その他392，205
合 計958，314

各種学術調査のスナップ写真

　　　　Tl、，，、；．　　　　　iLS

　　　　　　　　　・　　　　　　　　　：竺　　　　　　藍墨s’　・’“温xri
　　　　　　　主緬宇一・　　ぴ・㍗⌒尉
　　　　　繭’・1釦、へ　　　f　’N’．＾1

　　　　　　　、鞠』鱒識⇔・“　 ，

　　　　　　蕊　　　ミ心
　　　　　　　　　．ψ　’＾
　　　　　　　　’みぷバ　　　　　

tl

　ピ毒螺磯’・繧・r
　へ・・．．＿ン認’．　。・・1　臨r㌃調
『、．一一、　・．一一一＿．．＿．一中国のネズ，飼育ケ＝ジ、

科学研究費補助金（昭和61年度）

がん特別研究　　53，000

特定研究　16，600

総合研究　18，100
一i ﾊ研究　24，100
奨　励　研　究

試　験　研　究

海外学術調査

合

2．800

8，000

2，500

言十　　 125，100

　　　　　　　　　　　　　　　　　灘騰繍鶴

　　　　　　　　　　　　　　耀溺蹴錨酒1輝


